
放射線防護対策を施した屋内退避施設

5km

 避難の実施により健康リスクが高まる者については、無理な避難は行わず、放射
線防護機能を付加した近傍の放射線防護対策施設へ収容し、避難の準備が整う
まで屋内退避を実施。

（凡例）

：当該施設入所者を収容

：在宅の避難行動要支援者（入所施
設においては当該施設入所者を含
む）を収容

特別養護老人ホーム
あさひ乃苑

（収容可能者数：77人）
特別養護老人ﾎｰﾑ ゆうなぎ苑

（収容可能者数：89人）

障害者支援施設
福祉型障害児入所施設

松江学園
（収容可能者数：37人）

障害者支援施設
四ツ葉園

（収容可能者数：90人）
特別養護老人ﾎｰﾑ あとむ苑

（収容可能者数：126人
うち在宅要支援者と
その支援者50人）

東部島根医療福祉ｾﾝﾀｰ
（収容可能者数：360人
うち在宅要支援者と
その支援者60人）

鹿島病院
（収容可能者数：421人）

（C）2018ZENRIN(Z05E-第175号)

障害者支援施設はばたき
（収容可能者数：75人）

松江市消防本部

（収容可能者数：在宅要支援
者とその支援者109人）
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PAZ内の学校・保育所等の児童等への対応

・学校等から保護者へ連絡
・学校等で保護者へ児童等を
引き渡し

警戒事態

施設敷地
緊急事態

全面
緊急事態

保護者へ引き渡しが出来な
かった児童等を教職員が引率
し、ﾊﾞｽで緊急退避所に移動
（引き渡しを継続）

引き渡しを受けた保護者と児
童等は、避難先に避難

自宅待機

緊急退避
所で待機

避難開始

OIL
避難先

児童等の引き渡し
（学校等）

児童等の
引き渡し
（緊急退避所）

児童等の
引き渡し
（緊急退避所）

避難準備

保護者へ引き渡しが出来なかった児童等を
教職員が引率し、ﾊﾞｽで避難先に避難（避難
先で引き渡し）
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警戒事態以降、児童等は学校等で保護者への引き渡し又は下校を実施。

施設敷地緊急事態以降は、保護者への引き渡し場所をPAZ外の緊急退避所に変更。

全面緊急事態以降、保護者への引き渡しができた児童等は避難を実施。

保護者への引き渡しができなかった児童等も、放射性物質放出後、OILに基づく一時移転
等の指示があった場合は、緊急退避所から避難。

教育機関数
（機関）

児童・生徒数
（人）

保育所 3 197

幼稚園 2 34

小学校 4 385

中学校 1 124

特別支援学校 1 30

その他 1 1,085

合 計 12 1,855



5km 30km

おおだ

大田市

おくいずも ちょう

奥出雲町

※円滑な避難を実施するため避難先市町は避難経由所を開設し、避難所の開設状況に応じて
住民を避難所へ誘導（C）2018ZENRIN(Z05E-第175号)

PAZ内の避難先
いくまかしま ふるえ

おおだ おくいずも

避難元
避難先

避難経由所 避難所数

鹿島地区
（6,549人）

大田市

大田高校、
第一中学校、
朝波小学校

避難 所 ：１４か所
広域福祉避難所：２か所

生馬地区（一部）
（1,101人）

長久小学校
避 難 所 ：１０か所
広域福祉避難所：１か所

古江地区（一部）
（1,299人）

旧温泉津中学校、
温泉津地区運動
場、湯里地区体育
館

避 難 所 ：８か所
広域福祉避難所：６か所

島根地区（一部）
（1,011人）

奥出雲町 横田公園
避 難 所 ：１５か所
広域福祉避難所：６か所

合計 9,960人

 PAZ内の住民の避難先は、島根県大田市及び奥出雲町において確保済み。
 自家用車で避難する住民は、島根県大田市または奥出雲町内の避難経由所を経由し、避難所に避

難。
 バスで避難する住民は、徒歩等で各地区内の一時集結所に集合し、島根県及び松江市が確保したバ

スで、避難経由所を経由し、避難所へ避難。

（凡例）避難経由所
大田市避難経由所（鹿島地区）
大田市避難経由所（生馬地区）
大田市避難経由所（古江地区）
奥出雲町避難経由所（島根地区）
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